
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４：００ ～ １６：３０ 
（開場 １３：３０） 

つきみ野自治会館 １階集会室 
定員 ６０名 （申込み不要。直接お越しください。） 

第 １ 部       １４：００～１５：００ 

●基調講演 

東京都立大学都市環境学部 教授 

元大和市街づくり推進会議委員長 

饗庭 伸 （あいば しん）氏 

●テーマ 

「郊外住宅地の課題とまちづくりの意義」 
講師プロフィール 

1971年兵庫県生まれ。2017年より

東京都立大学都市環境学部教授。早稲

田大学理工学部建築学科卒業。博士

（工学）。専門は都市計画・まちづくり。

人口減少時代における都市計画やまち

づくりの合意形成のあり方について研

究すると同時に、まちづくりの合意形

成のための技術開発も行っている。主

な現場に山形県鶴岡市、東京都国立市

谷保、岩手県大船渡市三陸町綾里、東

京都日野市程久保などがある。著書に

『都市をたたむ』（2015 年・花伝社）、

『津波のあいだ、生きられた村』(共著、

2019 年・鹿島出版会）、『平成都市計

画史』（2021年・花伝社）など。 

日時 

場所 

                                                                                                                                                               第 2部       １５：１０～１６：30                                                                                

●ディスカッション 

「つきみ野をより良くしていく方策は？」 

（ご注意） 

コロナ禍の状況によっては中止される場合があります。 

自治会 HP等でご確認ください。 

つきみ野自治会 環境部・まちづくり委員会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４：００ ～ １６：３０ 
（開場 １３：３０） 

つきみ野自治会館 １階集会室 
定員 ６０名 （申込み不要。直接お越しください。） 

第 １ 部       １４：００～１５：００ 

●基調講演 

東京都立大学都市環境学部 教授 

元大和市街づくり推進会議委員長 

饗庭 伸 （あいば しん）氏 

●テーマ 

「郊外住宅地の課題とまちづくりの意義」 
講師プロフィール 

1971年兵庫県生まれ。2017年より

東京都立大学都市環境学部教授。早稲

田大学理工学部建築学科卒業。博士

（工学）。専門は都市計画・まちづくり。

人口減少時代における都市計画やまち

づくりの合意形成のあり方について研

究すると同時に、まちづくりの合意形

成のための技術開発も行っている。主

な現場に山形県鶴岡市、東京都国立市

谷保、岩手県大船渡市三陸町綾里、東

京都日野市程久保などがある。著書に

『都市をたたむ』（2015 年・花伝社）、

『津波のあいだ、生きられた村』(共著、

2019 年・鹿島出版会）、『平成都市計

画史』（2021年・花伝社）など。 

日時 

場所 

                                                                                                                                                               第 2部       １５：１０～１６：30                                                                                

●ディスカッション 

「つきみ野をより良くしていく方策は？」 

（ご注意） 

コロナ禍の状況によっては中止される場合があります。 

自治会 HP等でご確認ください。 

つきみ野自治会 環境部・まちづくり委員会 



郊外住宅地の課題とまちづくりの意義 

東京都立大学　饗庭伸 

人口減少時代の都市計画 
つきみ野の人口・世帯は減っているのか？ 
これからのまちづくり 
空き家を使ったまちづくり 
さまざまな空き家まちづくり



過　疎

人口

都市空間

少

多

小大

過　密

1868年 
明治維新 
3000万人

人口減少時代の都市計画

2008年 
13000万人

都市計画は、150年かけ
て強大な「過密」と戦っ
てきたが、最近になって
ついに勝利をおさめた。 

しかし次は「過疎」が敵
だという。果たして戦い
続けないといけないの
か？過疎は敵なのか、強
いのか？

バランスが
とれた状態



都市の縮小

都市の中心

都市の中心

人口減少下において日本
の都市は、都合よくコン
パクトシティにはならな
い。 
都市の内部にランダムに
小さな穴が開いていくよ
うに縮小する「スポンジ
化」がおきる。 
日本のあらゆる都市にお
いて、スポンジ化の構造
から逃れることはできな
いので、その構造を乗り
こなすしかない。

人口減少時代の都市計画



100%

世帯数
住宅数

時間

②子供たちの独立
による人口減少。

①一つの家に一
家族が暮らす。

③高齢者のみ世
帯増える。夫婦
から単身へ。

人口数

④最初に入居し
た世代の死去。

人口減少とスポンジ化に
は時間差がある。新陳代
謝がおきるかどうかを見
極める。

⑤いよいよ住宅
が減る。新陳代
謝が起きるか？

人口減少時代の都市計画



つきみ野の人口・世帯は減っているのか？

１丁目

２丁目

８丁目

７丁目

６丁目

５丁目

４丁目

３丁目

google maps



つきみ野の人口・世帯は減っているのか？
%

国勢調査より　報告者作成



つきみ野の人口・世帯は減っているのか？

生まれ年

人口

国勢調査より　報告者作成



つきみ野の人口・世
帯は減っているの
か？

3-8丁目

1-2丁目

つきみ野全体でバランス
を見るならば、問題はな
いが、人口はそろそろ減
る。 

3-8丁目の人口減少が始
まっているが、世帯数は
増えている。 

3-8丁目の新陳代謝は起
きているので、まちを良
くするのであれば、3-8
丁目の新陳代謝に介入す
る。



つきみ野の人口・世帯は減っているのか？

１丁目

２丁目

８丁目

７丁目

６丁目

５丁目

４丁目

３丁目

google maps



100%

世帯数

住宅数

時間

開発時の状況。
一つの家に一家
族が暮らす。世
帯人員も多い。

人口・世帯数のある程
度の減は当たり前。増
やさなくてもよい。

人口数

減少した住宅の
跡地に公共空間
を埋め込む

新陳代謝に介入しなが
ら、次なる安定した状態
＝定常化した状態を目指
す。

これからのまちづくり



空き家化したところ
に、都市を少しずつよく
するものを埋め込んでい
く。新築でも、リノベで
も、あらゆるチャンス
をとらえる。

チャンスを重ねて都市が
賢くなっていく。どうし
てもカバーできないとこ
ろに公共施設を導入す
る。

一つ一つの取り組みが
周辺をよくする。ダイナ
ミックな波及効果は期
待できないが、向こう
三軒くらいをよくす
る。

これからのまちづくり



・つきみ野は衰退している？　→　ゆっくりした新陳代謝の過程にある 
・町はもう「ダイナミック」には変化しない 
・小さな変化にあわせて、「必要なもの」「まちを楽しくするもの」を埋
め込んでいく。



空き家を使ったまちづくり



空き家を使ったまちづくり



空き家を使ったまちづくり



杉の子通り（仮）を楽しくする３つのハブと７つの工夫
空き家、空き部屋、空きガレージなどの地域に点在する使われていない空間を、
若者を対象とした下宿や、カーシェアなどの近隣住民で使える小さな機能で
満たしていき、地域の利便性、価値を向上させます。

ハブ1　地域のリビング
　WSや軽い食事など、地域内、世代間の交流ができる場をつくります。
ハブ2　公園
　防災や移動販売の拠点といった小さな機能を集めた広場をつくります。
ハブ3　カーシェア
　地域で保有する車を集約することで、ガレージを空け、他の用途に転用します。

1. 塀を減らす
2. 道端を豊かに
　塀を減らし、道端に門灯やベンチを設
置することで、開放的な通りを作ります。

3. 空きガレージを何かに
4. 擁壁に何かを
　空きガレージや擁壁に、工房などの小
さな施設や掲示板などの情報発信の機能
を埋め込んでいきます。

5. 生活の場を 1F に
　生活の場を 1F におくことで、通りに
人の気配を生み、活気と防犯性を向上さ
せます。

6. 空き家・空き部屋を下宿に
　空き家・空き部屋が出たら、ハブ 1と
連携させつつ、学生の下宿として活用し
ます。

7. 食べられる植栽
　植栽は食べられるものを植
え、災害時の備えを作ります。

 空き家を使ったまちづくり



空き家を使ったまちづくり



　回覧板で地域の人々に呼びかけて、土入れや土ならしをイベン
トとして行いました。道具を持ち寄ってもらい、約半日かけて土
入れ、土ならし、花壇 · 菜園づくりの８割が完了しました。その
あとは有志の人の手で少しずつ整備を進めました。

オーナーの思い出を汲み取る

武蔵野台自治会にある「杉の子ひろば」の名前の由来は、この土地に建って
いたアパートの名前から来ています。アパートの名前にはオーナーの思い入
れがありました。そこで、アパートの名前をとって、「杉の子ひろば」と命名し、
入口に掲げてあった看板を再利用しています。空き家まちづくりでは、オー
ナーの思い出や思い入れも大切にしながら進めていくことが重要です。

命名のしかた

武蔵野台自治会
「 杉 の 子ひろば」
ができるまで

STEP❶ 場所を探す · 見つける · 使わせてもらう

STEP ❷ 整備の計画を立てる

STEP ❸ 手伝ってくれる人や使えそうな物を集める

STEP ❹ 地域の人々の手で整備する

武蔵野台自治会では、オーナーの協力を得
て、空き家を解体した跡地に地域の広場を
作りました。菜園、花壇、倉庫(防災用具
など)があり、菜園に関するイベントや防
災炊き出し訓練などを行なっています。

　地域の中の空き家や空き地の情報をみんなで出し合って共有し
ました。
　日野市役所の協力も得ながら、各空き家のオーナーさんに提案
を持ちかけたところ、協力してくれるオーナーさんが見つかり、
空き家を解体した跡地に地域の広場をつくることになりました。
　自治会が地域の広場として自主的に管理運営できるように、
オーナー・自治会・市の三者で管理協定を交わしました。

　広場のレイアウトを自治会や防災会、有志のメンバーによる実
行委員会で話し合い、広場の完成後どのように活用していくかを
考えました。代表者が周辺の家に挨拶に行き、広場を作ることを
説明しました。

　広場の整備のために、道路の補修や塀の補修が上手な人に頼んで仲間に加わってもらい、畑
に詳しい人には菜園の作り方を教えてもらい、ガーデニングが得意な人には花壇づくりの中心
を担ってもらいました。
　菜園づくりに使用する土や花壇を囲むためのコンクリートブ
ロックを募ったところ、地域の方が快く提供してくれました。整
備に必要なスコップや鋤、鎌、花壇に使用するプランターなども
地域の人に呼びかけ、持ち寄ってもらいました。広場の設備を充
実させるために必要なものは、地域の方々の協力で揃えることが
できました。

武蔵野台自治会では、住民の手で広場の土をな
らし、菜園や花壇を作りました。採れたサツマ
イモを炊き出し訓練で食べたりもしています
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空き家を使ったまちづくり



空き家を使ったまちづくり



空き家を使ったまちづくり



　　・想像力を膨らませることが大事 
　　・所有者と話をすることが大事 
　　・自治会の力が大事→近隣対策力、人材のコーディネート力 
　　・楽しくやることが大事→天の岩戸効果



さまざまな空き家まちづくり



さまざまな空き家まちづくり



さまざまな空き家まちづくり



さまざまな空き家まちづくり



　　まちと空き家の学校　公開シンポジウム 
　　空き家＝まちの資源 

　　東京都立大学　饗庭伸 

　　武蔵野台自治会で起きたこと 
　　まちはどう変わっていく？ 
　　空き家を使った取り組み

　






